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≪書評≫
土生芳人 rイギリス資本主義の発展と租税j
東京大学出板金,1971年12月刊
武且大学教授 佐 藤 進
わが国におけTJイfJ)ス封改史研究は,故長谷81芋三故丘o T英国J4枚史研究｣ (bp
沓臥 胴脚 F打)にはじまろ.もちろんこれよりiEIにも,イギl)スは各Ei40)肘攻 ･榊
のモデルとみられてい(_こともあって.各様の研究があるが.財政史研兜の本格的冶掛 ま
これがはじめてであろう.財政史研光の罪翠uは,党人控訴苧環の免田隆夫軟投.遠jk湘
包tk握にJ:っても受け拓がれ.載練東大の研究煮や大学保で学ぶ人の中l亡は . この打o)研
究をJL文Oテーマにえら1:人が多か･7に.肘政の正史内苑軌a8台批粥仰 こAf明するい ､
I/のは.わがEZlの科学的財政学のi止Hである火内兵術載控のとっ(こ丑41でも3)ウ.これ
lAJ三大控群学部の肘政学研兜肴の伝統的.Tl萌であったといってもよい｡さらに立切はやや
ことILろが,Eil丘大学捉抗争瀕にも財政史TALいし財政盟知史の研究の伝統が3,り.ぬ卓彦
兼摂の rZf世Fl剛 史j (l巴如13年)は名考の-一つであろ.
J1枚史研究にEKする帯rFi廿は.aJBLl良史にqするものを▲くめれば炊事にいとまが
/LL,那,タ個 肘政史についてのそ{_ほ折るIL'らIf.まとまっ1_形で成果が発表され1_JL,1こ
のlA.この致坪である｡すrJ.わら拙懲 r近代硬制の成立姻IJj (昭和40qJ).むfil茨 rフ
ランス野本主義と租6u (醐如42年).畑甥正7iTrイギ )ース公IdJl】史の研兜J(醐和464;)
1どで.今E.lの_L生丑控の著作に1ウ,19齢Jtイ乍lJス町税改gZ史の改正駁こい ､えも好
書が追加されること亡Tltつ1_.
｢本番かまJKlは,Eltll主我牧師および帝国主義反照におけろイギリスもl税政喋の分frで
ある｣とはしがさにのペられてい乙が.碑'ごろ凧溌史の研究UJ.く.81税政蒜の分析でLt)
各とLf_点が柾Elされる.r勧税i(好の分析とは.その8I8i政鞭に1･,てさ1二る凝kを糾
い.その史T=す紬 を明らhLlこし. こうして≠する't,そ¢机現良平の苧味内怨を切手に
-133-
一打β
することでなければliらない｣とのべているが,科学的財政学の方法とはまさにそういう
ものである｡著者はさらに大きく間組を-&L定し,｢結局稗税政節の分析とは,その国の資
本主義の分析であり.その国の資本主鼓をとりまく国際経済関係の分析であり.さらにその
国の榔力と政治状況の分析でもなければならない｣としているが,この閉居意識もきわめ
て正しいものといいうる｡そして結局本脊全体を通じて設定され1=問題に果して納得のい
く解答が与えられているかどうかであるが,結論を先にいうと,ほぼ十分な説得性のある論
旨がfr徹されており,その志味で本番の試みは成功をおさめTこといってよいようである｡
本番の構成は,序論 イギ[)ス資本主或発展の特殊性.第1革 保部貿易下のイギリス資
本主義と財政,第2等 間接税の改革,第3草 自由主義財政と所得税 (以上3帝が前編自
由主義粗穣改発の展開),第4茸 イギリス資本主義の帝国主教化と財政.第5苧 相続税
の改革,第6苛 所得税の改革 (以上後蔚 帝国主装租税政策の形成),終苛 イギt)ス資
本主義の発展と租税 とよりなる｡
/
序論と終草は,問題挺超と結論の要約にあたるところであるが.序論における問題提起
とは次のようなものである｡すなわち,ナポレオン職争後から郡一次世界大槻までのおよ
そ一世紀FRPは,1870年代の ｢大不況｣湖を堺に,産業資本段階と金徽資本段階,あるいは
自由主戦段階と帝国主薬段階とにわけられる｡そして自由主義段階はイギリスが ｢世界の
工場｣としての地位を保った時期,帝国主義段階はイギリスが ｢世界の工場｣たる地位を
壌宍したにもかかわらず,なお ｢世界の銀行｣たる地位を保持しっづけ1=時期である｡ こ
こで自由主義段階のイギ)ス資本主義に関しては,これをただちに ｢原理論的資本主義｣
が実現 された時期とみるのは正しくはないのではないか｡｢この時期のイギ')ス資本主
義の発展は,r原理論的資本主我』にたいして特殊な,それからの一定のずれをもった,
いな部分的にはそのずれを拡大さえしつつおこなわれた発展であった｣ (9頁)というの
が,著者の見方である｡帝国主義段階のイギl)スについても,この時期のイギリスが ｢世
界の工場｣,ころ地位の喪失にもかかわらず ｢世界の銀行｣でありえたのは,自由主義段階
いらいの対外穀安穏楢の発遜,対外投資にあてうる国内の過剰洋本の継嗣,国際経常収支
における大幅で持枕的な余剰 (対列出資収入の増大)などの結果である｡｢自由主義段階
のイギ1)ス資蕃主敦は,その先進国的地位にもとづく特殊な発展をとげ,後進国のドイ､ソ
や合衆国はまたそれとは別の方向で特殊な発展をとげた｡帝国主義段階における各国の特
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玖7JtB界q)地位と特殊tJ苑丘も.またこうLt;El由主義及FBにおけるその時Ztrj兄展のう
ちl'_称やされ1:∫ (2Df()とのペている.将司帝nl王搬 R50栗本圭8が各国で特殊fl発
展をとけるのはもaろんであるが.自由主義包肘のそれも各回で特殊1発展をとITT:ので
.三J'-'いか,少ILくともそうみないと租税枚SFの虫抱と忍我を明らかほしえlいのでは7}い
かというG)が.序JiでのFtGZ廷血である.
括耳ではこのFJI町rEどういう群苔が与えられているかをみると.自由王ホおよ糊 王
讃投射の71段軌 こおける各回の利税改革rこZ･TLり一般的化典並する世界史的比類列的な竹
野がみいTvJされろことはI夷であるとしつつ. ｢しかしそれにもかかtLらす姐 されhば
I_rらTLいのは,自由王3包帯のイギ])ス()屯相 帯はけっして白由3=.搬 肝の屯溌女声一
皮ではrLく.また帝Eg光柳 のイギリス0租税鼓索 も市田王洩枚帝の和良改紫｢枚では
Jかったことであるl(346日)とZ)ペでいる｡つ･1いて.rイギリ7租税改鞭の特殊性を
及定Ll=ものが,7i吸取におけろイギリスBF木立ikの世界史的地位の特殊性.rjいしそれ
た起因する内的捕逸の絹地 であっT:｣ (347rI)とのべ ているが.ここで世界史的地位
の特殊性とはFILb3=載佼術FEおける ｢tB界の工也｣としての地位.希国主我St軌 こおける
r世辞のiZ行｣としての柑付のここである.それに転関する内的仲立の特殊性というのが
より大きなFJ]村とIiるが.これは地主的科pEの影書力とそa:後退.連発茨木の改粉的Zb位
のa化.そしてとくに*列投売書の利生のrrAといっ1=好日をさしている上)に7'九る｡
これらがイギリスの取税政紫の展FBにどういう好事を与えてゆくかl･'.本8全jiを適する
東独/L皆虎とlJっている.以下本文の円等を検肘しよう｡
茄ljFはつづく=つのTの血aEとして.自由主義脚 故事の背ftを3ibじて.､も｡ナ.ft/
オ/戦争姓7枚にILきれ[二は税は.せ時下につづけちれT二所持Siの鳥止と光背税 ･ビール
税等の円Ean坪長の心強を中心lこなされてお I). これらは助汲分力である地主階級の利益
にそう8のであっT=.壱昔は. ｢この時瀬の強敵 ま鞍していってlJお納 まjaq;.保
1万Ja肺材温存的rJ.性格を強くもらつつおこなわれた.そe)丑大のjI由は.鼓成分カの政
治的発雷力がきわめで弘大であっ1=こと. しかも懲らがおしILペて故EFl床書だ易派
であったことのうらに求めなけhlflJらljい｣とのペていも (Sらr() ｡
ついで苛者は帝ZlFJiとイギ')ス資本主義とのNjtについて▲れ, ここで独白の土人っ
1=背iEをJEこしているが,床ZtJ!易がイギlJス資本主義の弗展に仁者的作用をもっT:こと
--1:ち一一
yI
は苔定してい1.1Ll｡そして1脚 F代脚 から1糾〇年代qf机の凶作を一原因とする不払 そ
TLちを7r墳上すろ財政赤字の付火を契横として.よう''く耳鼻お上UAl改改gZの転&が不
可頚的IulつたとLTいる. ｢併背戸掛 まイギリス工悪にfこいでる内外の市ABを挟め.そ
の実巌を阻恐すると同相 こ,芝T_もっとも多都の細 々可純にする品目の湘坪をnJ制し.
ELF;収入のJd加を妨げていT=J(73rEi)とするのであるが.F易およびJl放せ平力伝汝の
不可蛮性に内する茨等引こ11Lk_がしか刀k悶bW)ころ.すTjtIらイギ1)スの自由主脚
改革は1朗〇年代に突器でてくるような香しがするのであり,こ†=ま-スキノンのBE平や'{
-ネルの怒♯の政7fiEとも粥遺すろが.40年代以前のE由だAjEBお▲U自由圭&紬 改
革の甘拓については扱ElA九をIzい1:.I.
第2耳ではLq税改正を中心とするCl由賓ib改無の推進過程が,ml族税O改革と.､う兼Jd
の下に叙述されているが.粥竹は1852年の連帯にJ:ろ仮親F弟rlの光政Kよl). ｢El由f7
掛 ま.ビー/tによる別税改革0封-7=いりい10Q:.ほしで.イギIJスjL満改発の不屯かつ公認
の脚 となっlこ｣(82汽)とする.そしてグラフドスト-ノの行ILっ1二186α牢の改羊に1り
アYム･スミスがユートピアと考えT:｢完全fL自由焚易がついにここに実朝すろlこいT二
っ1=｣ (87JLI)とすろ. ここで完全TL∃由井Aとは向かがIqJdとILろう9,1.それ▲問わな
いことにしよう.恥年代以FtOl均税改革は r税抜きのJE垢｣ lltt breakfasthbk への前
述と7別&づ[1られるをのであb.ここでは砂山 ･第･コー ヒーT_Le'のP相tが耗少し,薦 ･
(こぼこ/Jどの収入が増大する<いっTこ変化がみのがせrlい｡兼 ･砂糖 コー ヒーは.｢イ
ギr)スT牙と羽品の特出神韻拡大のfl砂に,それにたいする内税の引下げ.ないしはで争う
れはその虎止がもっとも強く心安とさTt.かつ邪盟されていた品EHLt三かILちfLかっT:｣
(ltX)己)という桁清は示唆lことrL.･もq)で3)ろ｡｢この時朋のrl抜良改弟が,イギr)スの
4人に抑1-的ほ作月ける包税をできるT_/tJ排JiL.そうLT二作用のJ9TJいものはこれを蝕
持するとい)釜淵 にそって腰EkIきれた｣ 【1】3H ) と.､うめがそC)妙 であ). これは
r世辞のエ叫｣としての地位にあ ろこのEigの藍を茨木の利益に含I(するbのでbっ1二とい
うのが耶2革a)括益である.
誘3燕は,イギl)ヌGl税史においてもっとも面白いス トー リーi･ふくか所相投のrll投と
91薪 そしてその永も引ヒの次郡を. 白山主凝肘政と所VJ椀という韮｣也の下に叙述してい
ち.L91放た中期の所得税は不出醸収入から支払われるものが七大本分を占めてい7こことに
より地主粕 としてG:性格そつ1くもつものであっ1二が,di工未刊Zqの増大ととちに産恭
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井本のインタレストが主要な細 i･もつようJUJっ(;.ビールの所79位が3年ことlこ空所
されて1850年代はじめにい1二っ1二時,所柑82に対する批判が清E_とrLり,所1∀棚 止を王
袈する地主府故と,所絹扶持辞を航速化して音A所得軽28という差別胡iI人を王讃する重
罪JZfの刊主が.1851年の t:I-ムを兵とする r所得現特別委fl会｣を中心に争bh.
委員会は扶-見解をまとめることができIJかっf:.ついでゲラIJドス トー ンが1拡3年lこ所
得税虎止の7年3rb'を究漉し.その噺 と術紫によって,地主と羅薮教本o)Pl著の穀虫垂
といこある8度みf:しうる立をひらいたかはみえ1=が.間切の】郷 年に,ま応札gJSをPR点
に凍事引上げが,グラフrス トー ノ自らによ･)て理事されざる与えFJかっ(I.そしてlB6.
年の所7g耶 別表月余 (ハバード賓月会)では.前期からもらこされ1=柾*所持唯燕の田
Adが.ハバードの貯Y主を陰u身;とJ･S･ミル.ニ1-マーチ.フT-Jどのこれに対す
る支持ZL言亡Jjってとりあけちれf:bLT=が.吏月金o多丑は所得税の現状■狩かJ*止し
かTrいとして.ハバード案を稚苗Ll:.≡方着払 ｢*合が所得税改革を拒香しf:のは.お
そらく当時の1金多政派が.1お畑主階級の利啓を故 く代'JzLでおり.そのため懲らのn
軌の相対的Jl大とILもこの改革をglまILかっ1=からであろうJとのペているが (164耳).
拒古の理EtlはそれT_J11かどうか.シェ-ープは- 私の珪ん1_'かぎbT=と- ハバード笑
は貯裾を持仁和資材宅に刃軒するという田並を与え′こし,そうLl=両T-1男airh欠脈もあっ
T:としているが,このへんはどうでhろうか.巻舌はこの賓Fl金配収をBX宍何により■ペ
ているとのことであるので,こうした点の据井がILかっ1=かどうかもきき1=い点である.
著者はつづlブて,差別耕導入の良筆はハ/I-ド蜜月公租缶でひとまずAfをこし1=とし.辛
のBEhをイギL)スの推奨水中の 相対的低下と所相良¥暇城の進Biにもとめている｡ (167
Fi荊1袋と本文とて滋明があわILい0で,打正が必pの1うである.卿 の控F見浜が
細 されるのは74年以拝とあるが.焚T･は68年とfJっている).
新村Sa顎恥 ま1873年にはポ/ドあたり3ベンスという低税串とILり.さらlこ-ZVr遡め
れ:1兆止が可蛭であっT二｡しかし74年3%拳で所村税島止せ公釣に戦いにのぞんだグラフド
スr･-/とその文がiF放して以鰍 ま.この所持投出止は二炭と改胎のEl8にのr_Jることが
/)か.)(こ｡rこの時JRにおける所何機 止の見送りは.あとからふりD,えっでみttlL決五三
的に水準1食味をもっことがらであっT=.父崇をつ1けできたイギl)ス見本主我は.この
EZlを境にいわゆる r大不R)Xqlこ入り.現巾の付帯僻 と7_･る一方.田経 文Ji対列改
領の軒榛化や内較igi抄の洛沌It.ほつれてgl速tJ:JC柴を示しJBめ′こ｣ (170fI)というのが
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前h-の東Jaの曾遊である.附肘は全体としてもl税史上のス トー リー をいろいろと由りませ
TJがら,｢世界の工壌｣としてのJ8位にあったイギクスの風早攻史の澄味をFうという角
LEからの考痕を長BFIしており.大件において励 しているといえ1う,
&暮 (済4年～畢6牙)は帝Ei主義軌牧丘やJiそ島内LT=もので,前Vにおとらず,i
1_私の考えでは的JilをこえるZB粁tLFJ]容をもっている｡とくにSF54書はイギr)ス資木主Zi
¢市田王軌化と財政という盤也で.守田主&税制故事のYP奈をiじていろが.ここでは那
1書の自由主義棚 改革の甘食をねじ1=ところ上りtすっと士官1円零がもられているJ:
うに患われる｡a!1好では帝国主義表FPrへの移行とといこ.イギl)スO工,Xq)*位が失IL
われ.ドイソや7メ)ーカとO点争にわくわをとる▲うにrJって>たこと,円でIl社金主蓋
分力の手合giと労■者帝政の成長が r大不況JFV]以降めざましくTLっ1こことItより,イギIJ
スが内外ともItrz横にたつにいた1.たことbiのペら爪でいる.a72好IL･は.半耶戸と祉全
文を中心として守田主脚 特有の捷PLE巌がおこってきたこと与▲<ち.羊lI穴の七大
は通船集lこおける技Fl革新のiE打とドイツ軸木へ0)対抗の必卦 こJ:b,菊雄天台中心にお
こっ(I.折 井と社全体再やとからTlるいわゆる社会兼の増加は.lBn年のフlスターの
初等裁育放.19cc年の老台年金Ztを梨taとし.第一次大我までR_飛緒 的 tL増大をしめした.
このE因について,著者は, ｢労●生産性山上の1こめD労書力の2Z的故着｣.r兵野のZ;
炭化JCともTLつ知的水tIの加 ､兵士の供給｣とい.'1=)両を如 し(2m召),またこれK
は. ｢社会主戦分力の給田と労れ者改発の戚良｣ も一定の牧31を沃じ仁としている (2C8
貢).イギ.)スの軽tJt事は帝Ei3=.我段声への移行の必瓜的所輩とみてよいが.そのA任
那IあらわれはイflJスで特有1L形をとっているというのも…声帯の強ZlL′こいBJであるJ:ラ
1_･'.郡3府では,このようfJ捉焚JE展に対応してどのようtJ:肘si軸 部がはかられ1_かを
考ホするが. ここではドイツとの比故に中心をおいてzI､rlり立入っ(=Eiltが'最内されてい
ち.この時J)のイギリスは相加財源を主として相提携 ･所得税等の屯抜群収入の増加Fこよ
って鈍ったのであるが, ここでlJttイギr)スにこの尺帝で斥丑的税なり斥39月改中への
tEJIを行rLt)rjかっ=のかが印qと1ろ.事-GJこよれはこれは ｢金利生石宥E3蒙Jの位拓
をaめつつあっ1こ対外攻究着の利益にもとづくものであ.JI=.もしイギl)スが淵 ダ由良
やそ抹用すれば.それは那-九重品に対するtu井的輔車2)増大をDiLl,これらの帝-次点晶
産出四 (カナダ･オ-ストラリア･771)力･ラテン7メゾカ等)に攻究を広大しつつあ
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ったイギリスの投資家の利益を大きく浪なうからである｡そのはかにイギリスは自由貿易
をこの段階においても維持する特別な条件をもったが,それは地主的利害の政治的好守力
が他国とくにドイツのそれにくらペ,はるかに弱いものとなっていたことであった｡イギ
1)スでは,1881年に盛英批菜人口比率12%といった数字がしめすように,愚策部分のウェ
イトが他国と比較を絶するほど小さいものとなってい1‡が, これは盛業を国外 こ排除しつ
つ行なわれたイギリス資本主義の ｢世界のエ諺｣としての発展と,.1870年代の ｢大不況｣
の深刻な打撃によるものであった｡以上の著者の論述は,19世紀後期から弟一次大戦にい
.たるイギリス資本主義論の重要な論点として評価さるべきものであろう｡
上のようなび情を背景として,イギ')スでは増大する国家経攻の財源を主として面接税
収入の増加で賄ったのであるが, これはドイツがこの時期に慨接税の大輔増徴によって.
また公債増発によって (この公債政繁の叙述がないのは残念であるが)経費膨脹に対応し
たのと対照的である｡ではなぜイギ')スでは間接税収入の増加によらず,置接税増徴にた
よったのか｡著者によれば,イギ1)スの間援税収入の停掛 ま,教育の普及,蛋白摂取虫の
増加といった一般的原因のはか,イギ)スではとくにアルコール飲料税の税率が当時すで
にかなり高水準であったこと, これに対してドイツでは.大地主が火潜熱造 ･ビール製造
などに深く関与しており,税率が低く保たれたため,帝国主義段階における呑め 増徴が可
能であったことなどがあげられるとしていろ｡｢もっとも大きな理由は,おそらく両国に
おける地主的利著の政治的彫学力の相違にあった｣ (232頁) というのが,著者の推定で
あるが,渦発現一般の負担の高低を地主的利啓の政治的影等力といった観点から根拠づけ
るのはどうか,消費税課税財貨の生産にイギl)スの地主がどれだけ関与していたかの説明
がないので, この点にわずかながら疑問をおぼえたことを紀しておきたい｡
著者によれば･,1873年当時イギリスの間接税収入の全財政収入に占める割合は62.90/.で
あったのが,1913年 には36.90/Oに減少し7=｡他方所得税と相続税は,同じ時伯に14.80/.よ
り37.6%へと増大した｡ これは全期間を通じ間接税収入が圧倒的割合を占めていたドイツ
と対照的である｡面接税内部においてはドイツは ｢所得税偏蛮型｣.イギ')スは ｢所得税
･相続税同時窒課群｣ないし ｢相統税韮練先行型｣であった (242頁)というのが,著者
◆
の考えであり.相続税は所得税にくらべて不動産所有者にとくに重くかかるので, ここに
も両国の地主的利磐の影響力の差異が反映しているとみる｡
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こうLT:考群をJELt;上で.郡S耳でZll叫 咋ハーコートの改不をIll心とL,T=kL崇税の
改不を,第6軍では2DER出初軌にIjJlわれ】二7スキスおよび13イド･i>r-クの所村Sii5r
羊をとりあげていろ.所梢税改革についてはいろいろJLZB並がゐ･-.が.相級 閉甥につい
ては他にこれほどくわしく投即され1_ものlilJL､ように思えるので.そTLl_･'けイi益である.,
1∃84年のハー⊃-トの改革は,従来さまさまTd'形で井せられてい1:iB酵税 (ブE)-ベイト
･ヂ1-テ1,アカ ウント･デューティ.エスティ r･ デューチI)をエスティト･デュ
ーティに庇-し.I-8%7)Ji適82串(従業3'/.の比例税¥)を部するものであっ11｡まL
iB虐政相戦の中にあっ1=動を 不も産のfl包不均書土哨iかTtlこ. この古市のD義は,r一
方では多虫の小iB監肘掛亡は税の恩正せゐ1二九,撰軌 こおける社会政軒的児J&タ1三鹿 しつ
つ,しかしFI時に他力で少丑の大玉蓮RfBIに東進朝による榊 でもって無税 し. これに
i:ってJ:く多顎の増収を火如しうる- そういう効果をもつ改j群やjbっ1_Jr28･ITl) 亡
和 してt･る｡またこれは,rイギ')ス榊 の帝tBa主義LrJ再Fにおける自大lJEi一歩(=る
食兼をもつものであっT二｣ (同日)と即価-TるのT･jbろE,現代の加流税制度はさわめて投
棚 Hで.私もこれを十分棚 するにいたってい1い.イギリスの相泣税4150沿革に関
する11漆のJa速は大へん事考lこなるが,形Sは;米穀店に ｢現代kl紺 刈Lfの原型｣がd立
舌れろ (24〕刀)といった背首の説明にい う EL艶代柑iZ8i胡蝶jとはどういうものか. 午
後におElろ粥酌をA313したいu
FltllLことは耶6草の所得税改革についてもいえろ.ここでは20tBkに入ってlこわかに
縞托となるtこい1二つTこ所相島改革の乱._Iについ1.1恥l坤のlJ-Jチ一重艮金.1雌 羊の5-
ィルク委員会等の他 に印して.丹念tj説明がILされていTJ.そして.1907年のアスキス
の改羊によります盈別ZF現制度の婦人(2Cdn Tr'ノドをこえrLいや人接島所得の屯冴).つ
いで191時 t)イド･ジき-ジの息逢if相模朋汝(所得提額bis.COOポンドをこえろ中人に追
加繋Saを行なう),17･女控除制度斗人へと引鮭がtLでゆくja担がれ明されていろ.その上
で ｢萌代所持最の原虫は.イギ')スではこのアスキスおよ0:t7イド･172)-ジの改市をへ
ろLとにJ:って■立され1=｣(314Il)とのペているのであるが,｢卿 t所得税｣亡は何か.
現代所得崩という坊告の ｢現代｣とは何であり.そのメルクマーJL,は向であるかについて.
zr者の見肝は必ずLb明瞭で'1い.アズキスやE]イド･ジJ-ジの改革〇･.善柵 には中
岡Bgtih解であっ1二という評仲はおそらくn-しいが, rこうLT二blr句は.この段茄では他
の顎四lこも多かれ少tLか山犬通すろ炉内でもある1うに憩われる｣ (325H)とし.qL-
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次大戦後の日本の所村防月別机較flか怖 推IIを行T.-っT:史FIを引用しているのはらよっと
そくわIJい!hlがするOであろ｡
わそらく邦一次大稚肋と19カ年TtLE坪の rO.ft卓lL芸鵡｣の時JZJとでは.Si*の各卸 こ
かなり本Zl的1_'掛と9:あると払われるのでゐろ｡所相投の故収軌的lこあらわれ(=大きfl変
化 (TとhL約LIT柳 のEI曳態収制の採川),比入部税Idlにあらわれ[=茨木背抗架の推
進.そしてイギ )ースのせ合仕入掟の形をとってあらわれ1=一｣臣泊穴投の帝人TJど,いわゆ
る現代税制とのEW連を見出してゆくというPElが背着F=よって今後果されてゆくことをJq
持したい.
もちろん若者の謙也は.辞一次大書折のイギリス交1'壬Ztと6ietfLいし81税改革せあと
づけ ることT･,本音Ill脚 l:代lこわが国で車中的TJ.形で行なわれ1:帝Eii:義手ef完の成果
の上Iと1:ち.これを舶扱益的止塀からいっそうだめ1_という静 火で.学会に大きなil軒を
与えるものといえる.冒扉でのへた上うlこ.財政史研究のhJからみても.本書は相性k,
T_rいし箭-女大8酌一半rJス鮎撰脚 史の快走版ともいえろ灯苛であそことはまちがいな
い.最後に正班なところ,本文 350頁の水耕はきわめて蝦帝月念TL義述とまことに正当CE
IErT･-Ztしている1=め.FLbl点とIJ:るよう'L点をさがす()l〈巻1iLT:ほどでbる.小瑞
で▲まいろいろとILくもがfLの耗閥や注文をのベ1=りしたが.苛者が君のあるところをくま
11姓Birこ留怒きれ,ますます研先々深められることをhl持してやまrJい｡(197T-･10･18)
